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3 コートパールシステムの定義 
 
オートウェーブ 3 コートパールシステムは下記のようにそれぞれ異なる三層の塗膜で構成されています。 
（先にカラービルドを塗装することによりカラーベースの塗装回数が少なくなります） 
 
ステップ No.1: オートウェーブソリッドのカラーベースの塗装. 
ステップ No.2 : オートウェーブのパールベースの塗装 
ステップ No.3 : 塗膜保護と光沢を与えるためにクリヤーコートを塗装 
  
ぼかし塗装は一般的に違いが見えなくなるように補修範囲から修理の必要の無い旧塗膜へ塗装すると理解されています。結果とし

て、小さなダメージの場合に塗装作業者は大きくパネル塗装することは強いてありません。 
ぼかし塗装を行うことで実車と補修された塗膜のと間に色相、パール効果などのわずかな違いを見えなくすることができます。 
 
 
スプレーアウトサンプルによる色の確認 
 
3 コートパールはパールベースの塗装回数によりパール独自の輝きが変化するため、正しい色の判断をする方法として 1 色スプレ

ーアウトパネルを作成する際も、数枚のスプレーアウトサンプルを作成する方法があります。調色方法については下記の通りです。 
 
 

o 5 枚のスプレーアウトパネルにカラーベースの色が隠蔽するまで塗装します。 
o 次に全てのパネルに 1 回シングルコートでパールベースを塗装します。 
o 十分なフラッシュオフタイムを取って次のパールベースを塗る前に一枚ずつパネルを取り除いてパールベースが 1～5 コー

トのパネルを作成します。 
o クリヤーコートまでのフラッシュオフタイムは 25°C / 10－15 分です。 
o パネル乾燥機にてパネルを数分乾燥し、十分なフラッシュオフタイムを取ります。 
o 全てのスプレーアウトパネルに 2 回シングルコートでクリヤーコートして乾燥後に色差を確認します。 
 

これらの数枚のカラーサンプルの中から一番パールの光輝感が合った正しい色の判断ができます。 
- 各パネルにパールベースの塗装回数を記載します。 
個人の塗装方法によって色差が生じるため、作業者それぞれ各自で作成されることをお勧めします。 
- 正しい色の判断をするためには実車を塗装する時と同様の塗装方法でスプレーアウトパネルを作成し 実車にて色差を確認して 

ください。 
  スプレーアウトパネルは同じ条件で一度に作成するようにしてください。 
  
塗装する前 
  
下地処理: 
理想的には、可能な限り、小さな範囲で補修を行いたいと考えますが、3 コートパールの補修に関しては、隣接パネルへのぼかし塗

装が必要な場合も起こり得ります。 
 
下地作業を行う前に補修する（必要な面積）の範囲の確認をします。 
 
カラーベースの塗装 : 
カラーベースの最大塗装範囲（パールベースの塗装範囲を考慮する）を決定し、色が隠蔽するまで塗装します。カラーベースのニゴ

リ塗装については 3 ページのオートウェーブ カラーベース塗装方法に従って補修してください。 
 
カラーベースのボカシ際がきれいになじんでからパールベースを塗装してください。 
 
パールベースの塗装 : 
パールベースの最大塗装範囲を決定し、これらの範囲を十分に活用して、パールの光輝感が正しく得られるまでの回数を塗装してく

ださい。 
 
同じ場所で塗り重ねないようにパールベースの各コートの塗り重ね位置をかえてください。 

アクゾノーベルコーティング株式会社 
 



Technical Data Sheet J10 
 

02.05.2008

Autowave® three coat pearl system 
オートウェーブ 3 コートパールシステム 

FOR PROFESSIONAL USE ONLY
 

2 / 4

 
カラービルド 
  

100 カラービルド 
50 ハードナーP25 

 30 ニュープラス リデューサー類 
  

 

色が隠蔽するまでサフェーサー部分に 1 回シングルコート 
2 コート目が必要な場合には 1 コート目より広く塗布してください。 

  

 

各コート間のフラッシュオフタイム（指触乾燥）についてはサフェーサーの艶が引けるのを目安にしてください。  
各コート間のエアーブローは避けてください。 
 

  

 

カラービルド のボカシ塗装: 
上記の希釈済みカラービルドに同量のシンナーSRA を追加してボカシ塗装します。 
（希釈済みカラービルド ： シンナーSRA＝１００ ：１００） 

  
カラービルドのボカシ際がきれいになじむように徐々に広げながら 1 回ボカシ塗装してくだい。 
 

 

十分にボカシ際がなじんでない時には希釈済みカラービルドに更に同量のシンナーSRA を追加して各コート徐々に
広げながら塗装してください。 

  

 

各コート間のフラッシュオフタイム（指触乾燥）についてはサフェーサーの艶が引けるのを目安にしてください。  
各コート間のエアーブローは避けてください。 
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オートウェーブ カラーベース 
  

100 オートウェーブ カラーベース 

 
10-20 アクティベーター WB 

  

 

各コート徐々に広げて、色が隠蔽するまでサフェーサー部分に2 - 3回シングルコート 
 

  

 

フラッシュオフタイムを短縮するには強制送風機（ドライジェット、ウインドジェット等）を使用、又はベースコートが 
乾燥するまで温度を上昇させます。その後、被塗物が常温まで冷却した後にオートウェーブを塗装してください。 
 

  

 

オートウェーブ カラーベースのニゴリ塗装: 
上記の希釈済みカラーベースに同量のアクティベーターWB 希釈済みのパールベースを追加します。  
（希釈済みカラーベース ： 希釈済みパールベース＝１００ ： １００） 

  
カラーベースのボカシ際がきれいになじむように徐々に広げながら 1 回ボカシ塗装してくだい。 
 

 

十分にボカシ際がなじんでない時には希釈済みカラーベースに更に同量の希釈済みパールベースを追加して 
各コート徐々に広げながら塗装してください。 

  

 

パールベースまでのフラッシュオフタイムは 25°C / 15 分です。 
強制送風機（ドライジェット、ウインドジェット等）の使用、又はベースコートが乾燥するまで温度を上昇させます。 
その後、被塗物が常温まで冷却した後にパールベースを塗装してください。 
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オートウェーブ パールベース 
  

100 オートウェーブ パールベース 

 
10-20 アクティベーター WB 

  

 

最初は薄く塗布し、各コートのパールベースを塗り重ねてパールの光輝感が正しく得られるまでの回数を塗装してく

ださい。 
 

o パールベースの塗装回数については調色時の塗装回数を参考にしてください。 
o パールベースを塗装する際にはエアー圧を低くしてドロップコートしないでください。 
o 同じ場所で塗り重ねないようにパールベースの各コートの塗り重ね位置をかえてください。 
o パールベースの塗装方法についてはスプレーアウトパネルと同様の塗装方法でパール感を確認して塗装

します 
o 実車のパール感にあった回数のパールベースを塗装します。 

  

 

フラッシュオフタイムを短縮するには強制送風機（ドライジェット、ウインドジェット等）を使用、又はベースコートが 
乾燥するまで温度を上昇させます。その後、被塗物が常温まで冷却した後にオートウェーブを塗装してください。 
 

  

 

クリヤーコートまでの塗り重ね時間： 
o 25°C / 20－30 分 
o 40°C / 10－15 分（温風乾燥） 
o 60°C / 約 5－10 分（強制乾燥） 
o 温度を上昇させて乾燥する場合には被塗物が常温まで冷却した後にクリヤーコートを塗装してください。 

 
オートウェーブのフラッシュオフタイムや乾燥は湿度や風速に影響します。  
クリヤーコートまでの塗り重ね時間は強制送風機（ドライジェット、ウインドジェット等）や乾燥促進システム（ブース据

付型送風機）を使用することにより短縮することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


